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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　装身具に取り付けられた生体電極と、
　前記生体電極によって検出された電位において心電図を認識する心電図認識部と、
　心電図を記憶するためのメモリと、
　前記心電図認識部によって心電図が認識されたときに、該心電図を前記メモリに記憶さ
せる処理部と、
を備え、
　イベント心電図を測定するイベント心電図測定モード又は連続的に心電図を測定する心
電図連続測定モードに設定するモード設定部をさらに備え、
　前記モード設定部においてイベント心電図測定モードに設定されている場合、前記処理
部は、前記心電図認識部によって心電図が認識されたときに、該心電図を前記メモリに記
憶させ、
　前記モード設定部においてに心電図連続測定モードに設定されている場合には、前記処
理部は、前記生体電極によって検出された電位を連続的に前記メモリに記憶させることを
特徴とする心電図測定装置。
【請求項２】
　装身具に取り付けられた生体電極と、
　前記生体電極によって検出された電位において心電図を認識する心電図認識部と、
　心電図を記憶するためのメモリと、



(2) JP 4705358 B2 2011.6.22

10

20

30

40

50

　前記心電図認識部によって心電図が認識されたときに、該心電図を前記メモリに記憶さ
せる処理部と、
を備え、
　前記生体電極として、生体表面に装着される第１の生体電極及び第２の生体電極と、生
体表面に接触しないように前記装身具に取り付けられた第３の生体電極とを有し、
　前記心電図認識部は、前記第１の生体電極又は前記第２の生体電極と、前記第３の生体
電極とによって検出された電位において心電図を認識し、
　前記処理部は、前記第１の生体電極及び前記第２の生体電極によって測定される心電図
を前記メモリに記憶させると共に、前記心電図認識部において心電図が認識されたときに
、前記第１の生体電極又は前記第２の生体電極と、前記第３の生体電極とによって測定さ
れた心電図データを前記メモリに記憶させることを特徴とする心電図測定装置。
【請求項３】
　装身具に取り付けられた生体電極と、
　前記生体電極によって検出された電位において心電図を認識する心電図認識部と、
　心電図を記憶するためのメモリと、
　前記心電図認識部によって心電図が認識されたときに、該心電図を前記メモリに記憶さ
せる処理部と、を備え、
　前記生体電極として、生体表面に装着される第１の生体電極及び第２の生体電極と、生
体表面に接触しないように前記装身具に取り付けられた第３の生体電極と、
　前記第３の生体電極が押下されたことを検知する押下検知手段と、
　心電図を記憶するためのメモリと、
　前記心電図を前記メモリに記憶させる処理部とを備え、
　前記処理部は、第１の生体電極及び第２の生体電極によって測定される心電図データを
前記メモリに記憶させると共に、前記押下検知手段によって前記第３の生体電極が押下さ
れたことが検知されたときに、前記第１の生体電極又は前記第２の生体電極と、前記第３
の生体電極とによって測定された心電図データを前記メモリに記憶させることを特徴とす
る心電図測定装置。
【請求項４】
　請求項２又は３に記載の心電図測定装置と、
　前記心電図測定装置から心電図データを受信し、該心電図データを心電図解析センター
端末又は医療機関端末に対して送信する送信部を有する携帯端末と、
　を備えることを特徴とする心電図測定システム。
【請求項５】
　請求項１に記載の心電図測定装置と、
　前記心電図測定装置から心電図データを受信し、該心電図データを心電図解析センター
端末又は医療機関端末に対して送信する送信部を有する携帯端末と、を備え、
　前記心電図測定装置は、前記生体電極によって検出された心電図から不整脈を検出する
不整脈検出部をさらに有し、前記処理部は、前記モード設定部においてに心電図連続測定
モードに設定され、前記不整脈検出部によって不整脈が検出されたときに、該不整脈が検
出される所定時間前からの心電図データを前記メモリから読み出して、前記携帯端末に送
信することを特徴とする心電図測定システム。
【請求項６】
　前記心電図測定装置は、生体表面に装着される前記生体電極によって検出された心電図
から不整脈を検出する不整脈検出部をさらに有し、前記処理部は、前記不整脈検出部によ
って不整脈が検出されたときに、該不整脈が検出される所定時間前からの、生体表面に装
着される前記生体電極によって心電図データを前記メモリから読み出して、前記携帯端末
に送信することを特徴とする請求項４に記載の心電図測定システム。
【請求項７】
　請求項１に記載の心電図測定装置と、
　前記心電図測定装置から心電図データを受信し、該心電図データを心電図解析センター
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端末又は医療機関端末に対して送信する送信部を有する携帯端末と、を備え、
　前記心電図測定装置の前記処理部は、前記モード設定部において心電図連続測定モード
に設定されている場合に、心電図送信指令信号を受信したときに、その受信から所定時間
前からの心電図データを前記メモリから読み出して、前記携帯端末に送信することを特徴
とする心電図測定システム。
【請求項８】
　心電図を測定するスケジュールに対応して携帯端末又は心電図測定装置にアラームを発
生させるアラーム・プログラムを作成する心電図測定スケジュールプログラム作成部と、
　前記心電図測定スケジュールプログラム作成部によって作成された前記アラーム・プロ
グラムを前記携帯端末又は前記心電図測定装置に送信する送信部と
を備える医療機関端末とを備え、
　前記携帯端末は、前記アラーム・プログラムを記憶し、実行することを特徴とする請求
項４～７のいずれか一項に記載の心電図測定システム。
【請求項９】
　心電図を測定するスケジュールに対応して前記心電図測定装置に心電図を測定させる心
電図測定プログラムを作成する心電図測定スケジュールプログラム作成部と、
　前記心電図測定スケジュールプログラム作成部によって作成された前記心電図測定プロ
グラムを、前記携帯端末を介して前記心電図測定装置に送信する送信部と
を備える医療機関端末とを備え、
　前記心電図測定装置は、前記心電図測定プログラムを記憶し、実行することを特徴とす
る請求項４～７のいずれか一項に記載の心電図測定システム。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、特に、日常の心電図を必要な時に測定することができる心電図測定装置及び
心電図測定システムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、日常生活における心電図を、いわばホルター心電計の如く、連続的に測定するベ
ルト状の心電図測定装置が提案されている（例えば、特許文献１，２）。この心電図測定
装置においては、ベルトに生体電極が設けられ、ベルトを直接胸部等に巻いて、心電図を
測定するものである。
【０００３】
　また、不整脈等何らかの症状を感じたときに自分で心電図が測定できるように携帯する
イベント心電計も提案されている（例えば、特許文献３）。特許文献３に示された心電図
測定装置は、携帯できるようペン型に形成されている。
【特許文献１】実公平６－１６８５号公報
【特許文献２】特開２００２－１４３１１０号公報
【特許文献３】特開平１０－２３４６８９号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところが、数日から数週間に一度程度の症状が現れる被検者にあっては、ホルター心電
計で心電図を連続的に測定しても、心電図を測定できる時間が２４時間程度に限られてい
るため、診断に必要な不整脈を測定することができないことが多い。また、特許文献３に
示されるようなペン型の心電図測定装置では、身に付けたり、携帯することを忘れがちで
ある。また、何らかの症状を感じたときに、ペン型の心電図測定装置を取り出して心電図
を測定するまでには若干時間がかかり、何らかの症状を感じた時点における心電図を測定
することが間に合わない場合があった。
【０００５】
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　そこで、本発明は、長期間にわたって、必要なときに確実に心電図を測定することがで
きる心電図測定装置及びそれを用いた心電図測定システムを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明に係る心電図測定装置は、装身具に取り付けられた生体電極と、生体電極によっ
て検出された電位において心電図を認識する心電図認識部と、心電図を記憶するためのメ
モリと、心電図認識部によって心電図が認識されたときに、該心電図をメモリに記憶させ
る処理部とを備えることを特徴とする。
【０００７】
　この心電図測定装置によれば、生体電極は装身具に取り付けられているため、装身具を
身につけていれば携帯を忘れることもない。また、何らかの症状を感じたときに、心電図
測定装置を探す必要はなく、身につけている装身具の生体電極を触れるだけで、直ちに心
電図の測定を開始でき、確実に心電図を測定することができる。すなわち、生体電極を触
れることにより、心電図認識部は、生体電極によって検出された電位を心電図と認識して
、処理部によって、測定された心電図がメモリに記憶されることになる。しかも、心電図
の測定が必要な時に限って測定するため、メモリの容量が大きくなくとも長期間にわたっ
て、心電図を測定し記憶することができる。
【０００８】
　また、上記の心電図測定装置において、装身具はベルトであることが好ましい。ベルト
はズボンやスカート等がずれ落ちないように、ズボンやスカート等のベルトループに通す
。すると、何らかの症状を感じたときに、直ちにベルトに取り付けられた生体電極を触れ
ることにより、心電図を即座に測定することができる。
【０００９】
　さらに、心電図測定装置は、イベント心電図を測定するイベント心電図測定モード又は
連続的に心電図を測定する心電図連続測定モードに設定するモード設定部をさらに備え、
モード設定部においてイベント心電図測定モードに設定されている場合、処理部は、心電
図認識部によって心電図が認識されたときに、該心電図をメモリに記憶させ、モード設定
部においてに心電図連続測定モードに設定されている場合には、処理部は、生体電極によ
って検出された電位を連続的にメモリに記憶させると好ましい。この心電図測定装置によ
れば、イベント時、すなわち何らかの症状が出た時に心電図を測定する場合には、モード
設定部によってイベント心電図測定モードに設定し、生体電極が生体表面に直接触れない
ように装身具を身につける。これにより、被検者が何らかの症状を感じたときに、生体電
極に触れることにより、心電図認識部によって心電図が認識され、処理部によって、測定
された心電図がメモリに記憶される。一方、生体信号を連続的に測定したい場合には、モ
ード設定部によって心電図連続測定モードに設定し、生体電極を生体表面に直接触れさせ
るように装身具を身につける。これにより、被検者が何らかの症状を感じたか否かに拘わ
らず、処理部は、生体電極によって検出された電位を連続的にメモリに記憶させることが
できる。また、被検者の症状、症状が現れる頻度等に応じて、被検者に適したモードを、
イベント心電図測定モードと心電図連続測定モードとから選択することもできる。
【００１０】
　或いは、上記の心電図測定装置は、生体電極として、生体表面に装着される第１の生体
電極及び第２の生体電極と、生体表面に接触しないように装身具に取り付けられた第３の
生体電極とを有し、心電図認識部は、第１の生体電極又は第２の生体電極と、第３の生体
電極とによって検出された電位において心電図を認識し、処理部は、第１の生体電極及び
第２の生体電極によって測定される心電図をメモリに記憶させると共に、心電図認識部に
おいて心電図が認識されたときに、第１の生体電極又は第２の生体電極と、第３の生体電
極とによって測定された心電図データをメモリに記憶させると良い。被検者は、心電図測
定装置を装着し、何らかの症状を感じたときに、第３の生体電極を手で触れるようにする
。すると、心電図認識部は、第１の生体電極又は第２の生体電極と、第３の生体電極とに
よって検出された電位に心電図を認識する。したがって、処理部は、被検者が何らかの症
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状を感じたとき（イベント時）の、第１の生体電極又は第２の生体電極と、第３の生体電
極とによって測定される心電図データをメモリに記憶させることができる。また、第１の
生体電極及び第２の生体電極によって、心電図データは連続的に測定され、記憶されてい
るため、被検者が何らかの症状を感じる前（プレイベント）の心電図データも確認するこ
とができる。
【００１１】
　また、本発明に係る心電図測定装置は、生体表面に装着される第１の生体電極及び第２
の生体電極と、生体表面に接触しないように装身具に取り付けられた第３の生体電極と、
第３の生体電極が押下されたことを検知する押下検知手段と、心電図を記憶するためのメ
モリと、心電図をメモリに記憶させる処理部とを備え、処理部は、第１の生体電極及び第
２の生体電極によって測定される心電図データをメモリに記憶させると共に、押下検知手
段によって第３の生体電極が押下されたことが検知されたときに、第１の生体電極又は第
２の生体電極と、第３の生体電極とによって測定された心電図データをメモリに記憶させ
ることを特徴とする。
【００１２】
　被検者は、この心電図測定装置を装着し、何らかの症状を感じたときに、第３の生体電
極を手で押下し、その第３の生体電極を触れ続ける。すると、押下検知手段は、第３の生
体電極が押下されたことを検知する。これにより、処理部は、被検者が何らかの症状を感
じたとき（イベント時）の、第１の生体電極又は第２の生体電極と、第３の生体電極とに
よって測定される心電図データをメモリに記憶させることができる。また、生体表面に装
着されている第１の生体電極及び第２の生体電極とによって、心電図データは連続的に測
定され、記憶されているため、被検者が何らかの症状を感じる前（プレイベント）の心電
図データも確認することができる。ここで、第３の生体電極は、イベント時における第１
の生体電極又は第２の生体電極と、第３の生体電極とによって測定される心電図データの
記録を開始させるスイッチの役割も兼ねているため、心電図データの記録を開始させるス
イッチと生体電極とを別個に設けるよりも、スペース効率よく心電図測定装置が構成され
る。また、被検者にとっても、スイッチと第３の生体電極とをそれぞれ押下乃至接触する
必要もない。さらに、被検者が、意図せず、第３の生体電極に手が触れた場合であっても
、心電図データの測定を防止することができ、意図的に第３の生体電極が手によって押下
された場合に、心電図データの測定を行うことができる。
【００１３】
　また、本発明に係る心電図測定システムは、上記の心電図測定装置から心電図データを
受信し、心電図データを心電図解析センター端末又は医療機関端末に対して送信する送信
部を有する携帯端末をさらに備えることを特徴とする。この心電図測定システムによれば
、被検者の心電図データが、心電図解析センター端末又は医療機関端末に対して送信され
るため、心電図解析センター端末又は医療機関の医師によって心電図データが解析され、
被検者は心電図の診断を受けることができる。しかも、心電図データは測定される都度送
信され、送信された心電図データを記憶していた心電図測定装置のメモリ部分は、新たな
心電図データを記憶するために用いることができる。したがって、心電図測定装置のメモ
リの容量は大きくなくとも良く、制限を受けない。
【００１４】
　または、本発明に係る心電図測定システムにおいて、上記心電図測定装置は、生体電極
によって検出された心電図から不整脈を検出する不整脈検出部をさらに有し、処理部は、
モード設定部においてに心電図連続測定モードに設定され、不整脈検出部によって不整脈
が検出されたときに、不整脈が検出される所定時間前からの心電図データをメモリから読
み出して、携帯端末に送信することを特徴とする。この心電図測定システムによれば、不
整脈検出部によって不整脈が検出されたときに、不整脈が検出される所定時間前からの心
電図データが、携帯端末を介して、心電図解析センター端末又は医療機関端末に対して送
信される。そのため、不整脈が発生する前の心電図データ（プレイベント心電図）から不
整脈発生中の心電図データまで含めて、心電図解析センター端末又は医療機関端末に対し
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て送信されることになるため、より確実かつ詳細な心電図の診断を行うことができる。
【００１５】
　或いは、モード設定部を有しない心電図測定システムにおいても、心電図測定装置は、
生体表面に装着される生体電極によって検出された心電図から不整脈を検出する不整脈検
出部をさらに有し、処理部は、不整脈検出部によって不整脈が検出されたときに、該不整
脈が検出される所定時間前からの、生体表面に装着される生体電極によって心電図データ
をメモリから読み出して、携帯端末に送信するようにしても良い。
【００１６】
　または、本発明に係る心電図測定システムは、心電図測定装置の処理部は、モード設定
部において心電図連続測定モードに設定されている場合に、心電図送信指令信号を受信し
たときに、その受信から所定時間前からの心電図データをメモリから読み出して、携帯端
末に送信することを特徴とする。この心電図測定システムによれば、処理部が心電図送信
指令信号を受信したときに、その受信から所定時間前からの心電図データが、携帯端末を
介して、心電図解析センター端末又は医療機関端末に対して送信される。そのため、心電
図送信指令信号が処理部によって受信される前の心電図データ（プレイベント心電図）を
含む心電図データが、心電図解析センター端末又は医療機関端末に対して送信されること
になるため、より確実かつ詳細な心電図の診断を行うことができる。
【００１７】
　さらに、心電図測定装置のメモリは、ループメモリであり、処理部は、設定データ長分
の心電図データ毎に、ループメモリから心電図データを読み出して、携帯端末に出力する
と好適である。これにより、心電図測定装置に採用するメモリは、長時間記憶できるメモ
リでなくとも良く、ループメモリを繰り返して効率よく利用することができる。ループメ
モリに記憶した心電図データは、携帯端末を介して心電図解析センター端末又は医療機関
端末に送信されることになる。
【００１８】
　また、心電図測定システムは、心電図を測定するスケジュールに対応して携帯端末にア
ラームを発生させるアラーム・プログラムを作成する心電図測定スケジュールプログラム
作成部と、心電図測定スケジュールプログラム作成部によって作成されたアラーム・プロ
グラムを携帯端末又は心電図測定装置に送信する送信部とを備える医療機関端末とを備え
、携帯端末又は心電図測定装置は、アラーム・プログラムを記憶し、実行すると好ましい
。この構成によれば、医療機関端末において、心電図測定スケジュールプログラム作成部
によって作成したアラーム・プログラムが、携帯端末又は心電図測定装置に送信され、ア
ラーム・プログラムが実行される。これにより、携帯端末又は心電図測定装置は、心電図
を測定するスケジュールに対応してアラームを発生させる。したがって、被検者は、アラ
ームによって心電図を測定するべき時間が到来したことを知り、生体電極に触れることに
より、心電図を測定することができる。測定された心電図データは、携帯端末を介して心
電図解析センター端末又は医療機関端末に対して送信される。
【００１９】
　あるいは、心電図測定システムは、心電図を測定するスケジュールに対応して心電図測
定装置に心電図を測定させる心電図測定プログラムを作成する心電図測定スケジュールプ
ログラム作成部と、心電図測定スケジュールプログラム作成部によって作成された心電図
測定プログラムを、携帯端末を介して心電図測定装置に送信する送信部とを備える医療機
関端末とを備え、心電図測定装置は、心電図測定プログラムを記憶し、実行するようにし
ても良い。この場合、生体電極は、被検者の例えば腹部又は胸部等、心電図を測定できる
部位に位置付けられて、装身具を装着する。この構成にすれば、医療機関端末において、
心電図測定スケジュールプログラム作成部によって作成した心電図測定プログラムが、心
電図測定装置に送信され、心電図測定プログラムが実行される。これにより、心電図測定
装置は、スケジュール通りに心電図データを測定する。測定された心電図データは、携帯
端末を介して医療機関端末又は心電図解析センター端末に対して送信される。
【００２０】
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　さらに、心電図測定システムにおいて、携帯端末は、ＧＰＳ測位機能を有し、ＧＰＳ測
位機能によって測定されたＧＰＳ測位データを心電図データと共に、心電図解析センター
端末に送信し、心電図解析センター端末は、携帯端末から送信された心電図データに重篤
な不整脈があるか否かを判定し、重篤な不整脈があると判定した場合には、救急車両端末
又は消防署端末に対し、ＧＰＳ測位データを送信すると好適である。これにより、被検者
に重篤な不整脈が生じ、危険な状態となった場合、心電図解析センター端末によって、被
検者に重篤な不整脈が生じたと判定され、携帯端末から送信されたＧＰＳ測位データが救
急車両端末又は消防署端末に送信される。このことにより、救急車両又は消防署内で被検
者の居所を知ることができ、被検者へ救助に向かうことができる。
【００２１】
　また、心電図測定システムにおいて、心電図解析センター端末は、携帯端末から送信さ
れた心電図データに重篤な不整脈があると判定した場合には、医療機関端末に対し、心電
図データ及びＧＰＳ測位データを送信すると好適である。これにより、医師等が医療機関
端末によって、心電図データを診断し、被検者の居所を確認することができ、早急な対応
措置を行うことができる。
【００２２】
　また、心電図システムにおいて、心電図測定装置は、加速度センサーを備え、心電図デ
ータと同期し、該加速度センサーによって検出された加速度データを、携帯端末に送信し
、携帯端末は、心電図データと共に、加速度データを、心電図解析センター端末又は医療
機関端末に対して送信すると好適である。この構成により、加速度データと心電図データ
とを同期させて参照することができるため、被検者の活動状態と心電図データと対比して
、心電図データを評価することができる。
【発明の効果】
【００２３】
　本発明によれば、長期間にわたって、必要なときに確実に心電図を測定することができ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２４】
　以下、図面を参照しながら、本発明に係る心電図測定装置及び心電図測定システムの好
適な実施形態について説明する。
【００２５】
　＜＜第１の実施形態＞＞
　＜ 心電図測定装置 ＞
　図１は、心電図測定装置１の正面側から見た斜視図であり、図２は、心電図測定装置１
の背面側から見た斜視図である。図３は、心電図測定装置１の機能ブロック図を示してい
る。
【００２６】
　図１～図３に示すように、心電図測定装置１は、ベルト２を有し、ベルト２の一端には
、バックル３が着脱自在に取り付けられている。ベルト２の内側の面２ａには、導電性ゴ
ムで形成された生体電極４，４が固定されている。バックル３には、心電図測定ユニット
６が内蔵されており、生体電極４，４と心電図測定ユニット６とは心電位を導出するため
のリード線７，７によって電気的に接続されている。すなわち、リード線７，７の一端は
、ベルト２内で生体電極４，４に接続され、ベルト２の縁部から外部に現れている。そし
て、リード線７，７の他端は、バックル３の内部へ差し込まれて、心電図測定ユニット６
に接続されている。なお、リード線７，７は着脱自在である。このように、生体電極４，
４は、ベルト２に取り付けられているため、ベルト２さえ身につけていれば、携帯を忘れ
ることはない。
【００２７】
　心電図測定ユニット６は、物理液には、ＣＰＵ、ＲＡＭ、ＲＯＭ及びループメモリ等か
ら構成され、機能的には、生体電極４，４間の電位差を処理する電位処理部８と、心電図
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の測定モードを切り換えるためのモード切換スイッチ（モード設定部）９と、心電図デー
タの測定、記憶、出力等を処理する処理部１１と、心電図データ等各種データを約１０分
間程度分繰り返し上書きしながら記憶するループメモリ１２と、現在の時刻データを出力
するクロック１３と、外部からのプログラムを格納する格納部１４と、心電図測定ユニッ
ト６を特定するためのＩＤが格納されたＩＤ格納部１６と、３軸加速度センサー１７と、
外部の装置との情報を入出力するためのインターフェイス１８を有する。そして、インタ
ーフェイス１８には、アダプタ２０によって携帯電話（携帯端末）２６が、心電図測定ユ
ニット６と通信可能に接続されている。この携帯電話２６は、ベルト２に取り付けられた
ホルダー２５に保持されている。
【００２８】
　電位処理部８は、ＡＭＰ（増幅器）１９と、ノイズを除去するフィルタ２１と、Ａ／Ｄ
変換器２２とを有する。この電位処理部８により、生体電極４，４間の電位差は、ＡＭＰ
１９によって増幅され、フィルタ２１によってノイズが除去され、Ａ／Ｄ変換器２２によ
って、アナログ信号からデジタル信号に変換されて、処理部１１に出力される。
【００２９】
　モード切換スイッチ９は、イベント心電図を測定するイベント心電図測定モード、又は
連続的に心電図を測定する心電図連続測定モードに設定するためのスイッチであり、設定
されたモード情報を処理部１１に出力する。
【００３０】
　処理部１１は、心電図認識部２３と不整脈検出部２４とを有する。心電図認識部２３は
、電位処理部８によって出力された電位から、心電図データを認識する。心電図の認識ア
ルゴリズムとしては、ＳＴレベルでの判定や波形のパターンマッチング等が例示される。
不整脈検出部２４は、心電図データから不整脈を検出する。また、処理部１１は、モード
切換スイッチ９によって出力されたモード情報に基づいて、ループメモリ１２に対する、
心電図データの記憶、クロック１３によって出力される現在の時刻データの記憶、３軸加
速度センサー１７によって出力される３軸加速度データの記憶を制御する。さらに、処理
部１１は、携帯電話２６から入力されたプログラムを格納部１４に格納し、その格納され
たプログラムを読み出して実行する。処理部１１は、ループメモリ１２に記憶された心電
図データ、時刻データ、及び３軸加速度データを読み出すとともに、ＩＤ格納部１６から
ＩＤを読み出し、インターフェイス１８を介して携帯電話２６に出力する。
【００３１】
　なお、図４に示すように、心電図測定装置１は、バックル３をベルト２に対して逆向き
に取り付けて、生体電極４，４を外側に向けて使用することもできる。
【００３２】
　＜心電図測定システム＞
　次に、心電図測定システム２７について説明する。図５は、心電図測定システム２７の
概略構成図であり、図６は、携帯電話２６の機能ブロック図である。
【００３３】
　図５に示すように、心電図測定システム２７は、通信網２８を利用する。通信網２８は
、移動体通信網２９、ゲートウェイ３１、インターネット３２等からなる。移動体通信網
２９は、各基地局３３と接続されている。また、インターネット３２には、心電図解析セ
ンター端末３４、医療機関端末３６、及び消防署端末３７が接続されている。さらに、救
急車両３８には、救急車両端末３９が搭載されている。心電図解析センター端末３４が設
置されている心電図解析センターは、送信された心電図を一次的に解析する施設である。
また、医療機関端末３６が設置されている医療機関には、被検者Ａの循環器系をケアする
主治医等が所属している。
【００３４】
　[ 携帯電話 ]
　図６に示すように、携帯電話２６は、物理的には、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、表示部、
プッシュボタン等の入力部、通信装置等を備えて構成され、機能的には、送受信部（送信
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部）４１、電話通信部４２、データ処理部４３、データ記憶部４４、ＧＰＳ測位部４６、
プログラム格納部４７、プログラム実行部４８、アラーム発生部４９、クロック５１、イ
ンターフェイス５２を有する。
【００３５】
　送受信部４１は、基地局３３及び通信網２８を介してデータを送受信する。電話通信部
４２は、送受信部４１によって受信した相手の音声信号を音声に変換して出力し、また、
操作者（被検者Ａ）の音声を音声信号に変換し、送受信部４１に出力する。データ処理部
４３は、送受信部４１やインターフェイス５２から入力される各種データの記憶を制御し
、また、出力や送信の制御を行う。データ記憶部４４は、心電図測定装置１からインター
フェイス５２を介して入力された心電図データ等の各種データを記憶する。ＧＰＳ測位部
４６は、ＧＰＳ衛星５３（参照図５）によって発信され、送受信部４１によって受信され
た電波に基づいて、自機の携帯電話２６が位置する経度、緯度を演算し、演算した経度、
緯度情報（ＧＰＳ測位データ）を送受信部４１に出力し、送信させる。プログラム格納部
４７は、医療機関端末３６によって作成、送信され、送受信部４１で受信されたプログラ
ムを格納する。プログラム実行部４８は、プログラム格納部４７に格納されたプログラム
を読み出して実行する。アラーム発生部４９は、プログラム実行部４８によってプログラ
ムが実行される際に必要に応じてアラームを発生させる。アラームは音響的アラームや振
動的アラームである。クロック５１は、現在の時刻データを発信する。
【００３６】
　[ 心電図解析センター端末 ]
　次に、心電図解析センター端末３４について説明する。図５に示すように、心電図解析
センター端末３４は、物理的には、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ハードディスク、通信装置
、ディスプレイ等により構成され、機能的には、データ制御部５５、送受信部（送信部）
５６、心電図解析処理部５７、データ記憶部５８、ID登録名簿テーブル５９を備える。デ
ータ制御部５５は、心電図解析センター端末３４内における各種データの送受信や処理を
制御する。送受信部５６は、外部の端末と各種データを送受信する。心電図解析処理部５
７は、心電図測定装置１によって測定され、携帯電話２６によって送信された心電図デー
タを受けて、心室性期外収縮（ＰＶＣ）、心室細動（ＶＦ）等の重篤な不整脈が発生して
いないかどうかを解析する。データ記憶部５８は、携帯電話２６によって送信されたＩＤ
、心電図データ、時刻データ、３軸加速度データ、ＧＰＳ測位データ、及び心電図解析処
理部５７による不整脈の解析結果とを関連付けて記憶するデータベースである。ID登録名
簿テーブル５９は、心電図測定装置１の心電図測定ユニット６を特定するIDとその心電図
測定装置１を使用している被検者名が関連付けられて登録されたテーブルである。
【００３７】
　また、送受信部５６は、ＩＤ、心電図データ、時刻データ、３軸加速度データ、ＧＰＳ
測位データ、及び心電図解析処理部５７による解析結果を医療機関端末に送信すると共に
、心電図解析処理部５７によって、重篤な不整脈が発生していると判断された場合には、
ID登録名簿テーブル５９によってＩＤに関連付けられた被検者名、ＧＰＳ測位データ、及
び解析結果を消防署端末３７及び救急車両端末３９に送信する。
【００３８】
　[ 医療機関端末 ]
　続いて、医療機関端末３６について説明する。医療機関端末３６は、物理的には、ＣＰ
Ｕ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ハードディスク、通信装置、ディスプレイ等により構成され、機能
的には、データ制御部６０、送受信部６１、操作部６２、心電図測定スケジュールプログ
ラム作成部６３、データ記憶部６４、ＧＰＳ測位データ処理部６６、ID登録名簿テーブル
６７、及び表示部６８を備える。
【００３９】
　データ制御部６０は、医療機関端末３６内における各種データの送受信や処理を制御す
る。送受信部６１は、外部の端末と各種データを送受信する。操作部６２は、文字、記号
等を入力、変更、削除する。心電図測定スケジュールプログラム作成部６３は、医師等の
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判断によって被検者Ａの心電図を測定すべき時間帯に応じて携帯電話２６にアラームを発
生させるアラーム・プログラム、及び被検者Ａの心電図を測定すべき時間帯に応じて心電
図測定装置１に心電図を測定させ、心電図データを送信させる心電図測定プログラムを作
成する。データ記憶部６４は、心電図解析センター端末３４から送信され、送受信部６１
で受信したＩＤ、心電図データ、時刻データ、３軸加速度データ、ＧＰＳ測位データ、及
び心電図解析処理部５７による解析結果を記憶するデータベースである。ＧＰＳ測位デー
タ処理部６６は、電子マップ上において、送受信部６１によって受信されたＧＰＳ測位デ
ータの緯度、経度情報に相当する位置を特定する処理等を行う。ID登録名簿テーブル６７
は、心電図測定装置１の心電図測定ユニット６を特定するIDとその心電図測定装置１を使
用している被検者名が関連付けられて登録されたテーブルである。また、表示部６８は、
ＧＰＳ測位データ処理部６６の出力に基づいて、電子マップと電子マップ上における携帯
電話２６の位置とを表示する。さらに、表示部６８は、ID登録名簿テーブル６７によって
ＩＤに関連付けられた被検者名も表示する。
【００４０】
　[ 消防署端末 ]
　次に、消防署端末３７について説明する。消防署端末３７は、消防署に設置された端末
であり、物理的には、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ハードディスク、通信装置、ディスプレ
イ等により構成され、機能的には、データ制御部７０、送受信部７１、ＧＰＳ測位データ
処理部７２、表示部７３を備える。
【００４１】
　データ制御部７０は、消防署端末３７内における各種データの送受信や処理を制御する
。送受信部７１は、外部の端末と各種データを送受信する。特に、送受信部７１は、心電
図解析センター端末３４によって送信された被検者名、ＧＰＳ測位データ、及び解析結果
を受信する。ＧＰＳ測位データ処理部７２は、電子マップ上において、送受信部７１によ
って受信されたＧＰＳ測位データの緯度、経度情報に相当する位置を特定する処理等を行
う。表示部７３は、ＧＰＳ測位データ処理部７２に基づいて、電子マップと電子マップ上
における携帯電話２６の位置とを表示すると共に、送受信部７１によって受信された被検
者名及び解析結果を表示する。
【００４２】
　[ 救急車両端末 ]
　次に、救急車両端末３９について説明する。この救急車両端末３９は、救急車両３８内
に搭載された端末であり、物理的には、ＣＰＵ、ＲＯＭ、ＲＡＭ、ハードディスク、通信
装置、ディスプレイ等により構成され、機能的には、データ制御部８０、送受信部８１、
ＧＰＳ測位部８２、カーナビゲーション処理部８３、及び表示部８４を備える。
【００４３】
　データ制御部８０は、救急車両端末３９内における各種データの送受信や処理を制御す
る。送受信部８１は、外部の端末と各種データを送受信する。特に、送受信部８１は、心
電図解析センター端末３４によって送信された被検者名、携帯電話２６のＧＰＳ測位デー
タ、及び解析結果を受信する。ＧＰＳ測位部８２は、送受信部８１によって受信されたＧ
ＰＳ衛星５３からの電波に基づいて、救急車両端末３９が位置する経度、緯度を演算し、
カーナビゲーション処理部８３に出力する。なお、ＧＰＳ測位部８２は、救急車両３８が
移動によって刻一刻と変わる位置情報をＧＰＳ測位データとして、カーナビゲーション処
理部８３に出力し続ける。カーナビゲーション処理部８３は、送受信部８１によって受信
された携帯電話２６のＧＰＳ測位データ、及びＧＰＳ測位部８２によって出力された救急
車両端末３９のＧＰＳ測位データを受け、表示部８４に対し、各ＧＰＳ測位データの位置
を電子マップ上に表示させる。カーナビゲーション処理部８３は、救急車両端末３９のＧ
ＰＳ測位データに、表示させる電子マップを追従させつつ、電子マップ上で、救急車両端
末３９の位置すなわち救急車両３８の位置から、携帯電話２６の位置すなわち被検者Ａの
位置までの最短な道のりを示す。表示部８４は、カーナビゲーション処理部８３の出力を
受けて、電子マップ上に、救急車両３８や携帯電話２６の位置を表示する他、送受信部８
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１によって受信された被検者名や心電図解析センター端末３４での解析結果を表示する。
【００４４】
　＜心電図測定装置の設定と装着方法＞
　次に、心電図測定装置１の設定と装着方法について説明する。心電図測定装置１による
心電図測定のモードには、上述のようにイベント心電図測定モードと心電図連続測定モー
ドとがあり、モードに応じて装着方法が異なる。いずれのモードを選択するかは、被検者
Ａの症状、症状が現れる頻度等に応じて、決定することができる。
【００４５】
　[ イベント心電図測定モード ]
　イベント心電図測定モードで心電図を測定する場合には、心電図測定ユニット６のモー
ド切換スイッチ９（参照図３）をイベント心電図測定モードに設定する。そして、図４に
示すように、生体電極４，４がベルト２の外側になるようベルト２にバックル３を取り付
け、ズボン或いはスカートをはき、ベルト２をズボン或いはスカートのベルトループに差
し込み、バックル３にベルト２の先端を通して、ベルト２を閉める。被検者Ａはこの状態
で日常を過ごし、動悸や不整脈等何らかの症状を感じたときに、右手で右側の生体電極４
に触れ、左手で左側の生体電極４に触れる。このように、なんらかの症状を感じたときに
、即座に生体電極４，４に触れることにより、確実にイベント心電図を測定することがで
きる。測定される心電図は第Ｉ誘導である。
【００４６】
　[ 心電図連続測定モード ]
　心電図連続測定モードで心電図を測定する場合には、心電図測定ユニット６のモード切
換スイッチ９（参照図３）を心電図連続測定モードに設定する。そして、図１及び図２に
示すように、生体電極４，４がベルト２の内側になるようベルト２にバックル３を取り付
け、腹部から胸部の間で、生体電極４，４が生体表面に直接接触するように、ベルト２を
生体表面に水平に巻き、バックル３にベルト２の先端を通して閉める。これにより、生体
電極４，４が生体表面に直接接触し、連続的に心電図データを測定してループメモリ１２
に記憶することができるようになるため、何らかの症状が発生する直前の所定数秒間のプ
レイベント心電図も測定することができるようになる。測定される心電図はＣＣ５誘導で
ある。
【００４７】
　＜心電図測定装置による測定フロー＞
　次に、心電図測定装置１による測定フローについて説明する。心電図測定装置１による
測定フローも、イベント心電図測定モードと心電図連続測定モードによって異なる。
【００４８】
　[ イベント心電図測定モード ]
　図７は、イベント心電図測定モードにおける心電図測定の処理フローである。図７に示
すように、処理部１１は、モード切換スイッチ９におけるモードがイベント心電図測定モ
ードか否か判定する（Ｓ１０１）。モードがイベント心電図測定モードであった場合（Ｙ
ＥＳ）、心電図認識部２３は、電位処理部８によって処理された生体電極４，４の電位に
、心電図が含まれるか否か判定し（Ｓ１０２）、心電図が認識されない場合（ＮＯ）、心
電図が認識されるまで判定をし続ける。
【００４９】
　Ｓ１０２において、被検者Ａが何らかの症状を感じ、生体電極４，４それぞれを両手で
触れることにより、心電図認識部２３が心電図を認識すると（ＹＥＳ）、心電図データを
認識している間、処理部１１は、心電図データを、クロック１３から出力される現在の時
刻データと、３軸加速度センサー１７から出力される３軸加速度データと共にループメモ
リ１２に記憶する（Ｓ１０３）。そして、処理部１１は、ループメモリ１２に記憶してい
るデータ量が、ループメモリ１２の設定データ長に達したか否か判定し（Ｓ１０４）、設
定データ長に達していない間は（ＮＯ）、Ｓ１０３に戻り、各種データをループメモリ１
２に記憶し続ける。なお、この設定データ長は、各パラメータ毎にループメモリ１２にお
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ける一周期分のデータ量以内に設定されている。
【００５０】
　そして、Ｓ１０４において、データ量がループメモリ１２の設定データ長に達すると、
処理部１１は、ループメモリ１２から時刻データ、心電図データ、及び３軸加速度データ
を読み取り、さらに、ＩＤ格納部１６からＩＤを読み取る。そして、処理部１１は、読み
取った時刻データ、心電図データ、３軸加速度データ、及びＩＤを、インターフェイス１
８を介して携帯電話２６に出力する（Ｓ１０５）。
【００５１】
　携帯電話２６では、データ処理部４３は、インターフェイス５２から入力された時刻デ
ータ、心電図データ、３軸加速度データ、及びＩＤを一旦データ記憶部４４に記憶させる
。そして、データ処理部４３は、ＧＰＳ測位部４６において演算されたＧＰＳ測位データ
を読み出すと共に、データ記憶部４４に記憶した時刻データ、心電図データ、３軸加速度
データ、及びＩＤを読み出したうえで、これらの各種データを、送受信部４１によって、
最寄りの基地局３３及び通信網２８を介して心電図解析センター端末３４へ送信する（Ｓ
１０６）。
【００５２】
　また、Ｓ１０５において、処理部１１が各種データを携帯電話２６に出力すると、Ｓ１
０１に戻る。このようにＳ１０１からＳ１０５の処理が繰り返されると共に、Ｓ１０６に
おいて、ループメモリ１２の設定データ長分のデータ毎に、各種データが携帯電話２６か
ら心電図解析センター端末３４へ送信される。このように、ループメモリ１２から設定デ
ータ長分ずつデータが心電図解析センター端末３４へ送信されるため、送信されたデータ
を記憶していたメモリ部分は、新たなデータを記憶するために上書きして繰り返し用いる
ことができ、また、メモリの容量が大きくなくとも、長期間にわたって心電図を必要なと
きに測定することができ、効率的である。
【００５３】
　そして、Ｓ１０１において、処理部１１が、モード切換スイッチ９におけるモードがイ
ベント心電図測定モードではない（心電図連続測定モードである）と判定した場合（ＮＯ
）、イベント心電図測定モード用の測定処理は終了する。
【００５４】
　[ 心電図連続測定モード ]
　図８は、心電図連続測定モードにおける心電図測定の処理フローである。図８に示すよ
うに、処理部１１は、モード切換スイッチ９におけるモードが心電図連続測定モードか否
か判定する（Ｓ２０１）。モードが心電図連続測定モードであった場合（ＹＥＳ）、処理
部１１は、電位処理部８によって処理された生体電極４，４の電位と、クロック１３から
出力される現在の時刻データと、３軸加速度センサー１７から出力される３軸加速度デー
タとを、ループメモリ１２に連続的に記憶する（Ｓ２０２）。なお、生体電極４，４は、
被検者Ａの腹部から胸部の間において生体表面に装着されているため、電位処理部８によ
って処理された生体電極４，４の電位は基本的には心電図である。不整脈検出部２４は、
電位処理部８によって出力される心電図データに、不整脈が含まれているか否か判定する
（Ｓ２０３）。心電図データに不整脈が含まれていなかった場合（ＮＯ）、Ｓ２０１に戻
り、Ｓ２０１～Ｓ２０３を繰り返す。したがって、心電図データに不整脈が検出されない
限り、心電図データを含む各種データがループメモリ１２に記憶されるが、ループメモリ
１２に記憶されたデータ量が一周期分のデータ量を超えるたびに、新たなデータが上書き
されることになる。
【００５５】
　Ｓ２０３において、不整脈検出部２４によって不整脈が検出された場合（ＹＥＳ）、処
理部１１は、不整脈が検出された所定数秒前、例えば１分前の時点からループメモリ１２
の設定データ長分の各種データ、すなわち、時刻データ、心電図データ、３軸加速度デー
タを、ループメモリ１２から読み取ると共に、ＩＤ格納部１６からＩＤを読み取る。そし
て、処理部１１は、読み取ったこれらの各種データを、インターフェイス１８を介して携
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帯電話２６に出力する（Ｓ２０４）。
【００５６】
　携帯電話２６では、データ処理部４３は、インターフェイス５２から入力された時刻デ
ータ、心電図データ、３軸加速度データ、及びＩＤを一旦データ記憶部４４に記憶させる
。そして、データ処理部４３は、ＧＰＳ測位部４６において演算されたＧＰＳ測位データ
を読み出すと共に、データ記憶部４４に記憶した時刻データ、心電図データ、３軸加速度
データ、及びＩＤを読み出したうえで、これらの各種データを、送受信部４１によって、
最寄りの基地局３３及び通信網２８を介して心電図解析センター端末３４へ送信する（Ｓ
２０５）。このように、不整脈が発生する前の心電図データ（プレイベント心電図）及び
不整脈発生中の心電図データ、並びに３軸加速度データが、心電図解析センター端末３４
に送信されることになるため、より確実かつ詳細な心電図データ等の診断が行われる。
【００５７】
　また、Ｓ２０４において、処理部１１が各種データを携帯電話２６に出力すると、Ｓ２
０１に戻る。このようにＳ２０１からＳ２０４の処理が繰り返されると共に、Ｓ２０５に
おいて、ループメモリ１２の設定データ長分ずつの各種データが携帯電話２６から心電図
解析センター端末３４へ出力される。
【００５８】
　そして、Ｓ２０１において、処理部１１が、モード切換スイッチ９におけるモードが心
電図連続測定モードではない（イベント心電図測定モードである）と判定した場合（ＮＯ
）、心電図連続測定モード用の測定処理は終了する。
【００５９】
　＜心電図測定スケジュールによる心電図測定＞
　次に、心電図測定スケジュールによる心電図測定について説明する。図９は、心電図測
定スケジュールによる心電図の測定フローを示している。
【００６０】
　図９に示すように、まず、医療機関において、医師等が設定した被検者Ａのための心電
図測定スケジュールに沿って、医療機関端末３６の操作部６２によって、被検者名、ＩＤ
、設定された期間における心電図測定開始時刻及び測定終了時刻等を入力し、心電図測定
スケジュールプログラム作成部６３に、心電図測定スケジュールプログラムを作成させる
（Ｓ３０１）。心電図測定スケジュールプログラムは、心電図測定開始時刻に携帯電話２
６にアラームを発生させるアラーム・プログラム、及び心電図測定開始時刻から測定終了
時刻にかけて心電図測定装置１に心電図を測定させ、心電図データを送信させる心電図測
定プログラムを含む。
【００６１】
　そして、送受信部６１は、心電図測定スケジュールプログラム作成部６３によって作成
された心電図測定スケジュールプログラムを、通信網２８及び基地局３３を介して、携帯
電話２６及び心電図測定装置１に送信する（Ｓ３０２）。携帯電話２６では、心電図測定
スケジュールプログラムが、送受信部４１によって受信され、データ処理部４３は、心電
図測定スケジュールプログラムをプログラム格納部４７に格納する（Ｓ３０３）と共に、
インターフェイス５２を介して、心電図測定装置１に出力する（Ｓ３０４）。心電図測定
装置１では、処理部１１が、インターフェイス１８を介して、心電図測定スケジュールプ
ログラムを受け、このプログラムを格納部１４に格納する（Ｓ３０５）。
【００６２】
　携帯電話２６では、プログラム実行部４８が、プログラム格納部４７に格納された心電
図測定スケジュールプログラムのうちアラーム・プログラムを実行する。すなわち、クロ
ック５１から出力される現在の時刻を参照し、心電図測定開始時刻となったときに、その
時刻となったことを被検者Ａに知らせるために、アラーム発生部４９によって所定時間、
音響的アラーム又は振動的アラームを発生させる（Ｓ３０６）。
【００６３】
　また、心電図測定装置１では、処理部１１が、格納部１４に格納された心電図測定スケ
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ジュールプログラムのうち心電図測定プログラムを実行する。すなわち、モード切換スイ
ッチ９が心電図連続測定モードであるとき、生体電極４，４は心電図が測定されるように
被検者Ａの生体表面に接触しているため、処理部１１は、自動的に、心電図測定開始時刻
から心電図測定終了時刻までの測定時間における時刻データ、心電図データ、３軸加速度
データをループメモリ１２から読み出し、ＩＤ格納部１６に格納されたＩＤと共に、携帯
電話２６に出力する（Ｓ３０７）。携帯電話２６では、データ処理部４３が、これらの各
種データと、ＧＰＳ測位部４６によって測定されたＧＰＳ測位データとを、基地局３３及
び通信網２８を介して、心電図解析センター端末３４に送信する（Ｓ３０９）。
【００６４】
　一方、モード切換スイッチ９がイベント心電図測定モードであるときは、生体電極４，
４は生体表面に接触していないが、Ｓ３０６において、携帯電話２６のアラーム発生部４
９から心電図測定開始時刻にアラームが発生される。そのため、被検者Ａは、心電図測定
開始時刻が到来したことを知り、両手で生体電極４，４をそれぞれ触れる。そのことによ
り、電位処理部８によって処理された生体電極４，４の電位から、心電図認識部２３によ
って心電図が認識され、ループメモリ１２に、時刻データ、心電図データ、３軸加速度デ
ータが記録されると共に、処理部１１は、ループメモリ１２から設定データ長分ごとに、
これらの各種データを読み出し、ＩＤ格納部１６に格納されたＩＤと共に、携帯電話２６
に出力する（Ｓ３０８）。すると、携帯電話２６では、データ処理部４３が、これらの各
種データと、ＧＰＳ測位部４６によって測定されたＧＰＳ測位データとを、基地局３３及
び通信網２８を介して、心電図解析センター端末３４に送信する（Ｓ３０９）。
【００６５】
　このように、心電図測定スケジュールプログラムを携帯電話２６及び心電図測定装置１
にダウンロードさせて実行させることにより、設定された時間帯の心電図データや３軸加
速度データを確実に測定することができる。
【００６６】
　＜心電図解析センター端末からのデータ通信＞
　図１０を参照して、心電図解析センター端末３４からのデータ通信について説明する。
【００６７】
　[ 心電図解析センター端末 ]
　図１０に示すように、心電図解析センター端末３４は、携帯電話２６によって送信され
たＩＤ、時刻データ、心電図データ、３軸加速度データ、及びＧＰＳ測位データを、送受
信部５６によって受信する（Ｓ４０１）と、データ制御部５５は、これらの各種データを
データ記憶部５８に記憶させる。さらに、データ制御部５５は、心電図解析処理部５７に
、受信した心電図データを解析させる（Ｓ４０２）。
【００６８】
　すると、心電図解析処理部５７は、心電図データに、心室性期外収縮（ＰＶＣ）、心室
細動（ＶＦ）等の重篤な不整脈が発生しているか否か判定する（Ｓ４０３）。ここで、心
電図データに重篤な不整脈が検出された場合（ＹＥＳ）、データ制御部５５は、ＩＤ登録
名簿テーブルを参照し、ＩＤに関連付けられた被検者名を読み出すと共に、データ記憶部
５８から時刻データ及びＧＰＳ測位データを読み出す。そして、データ制御部５５は、読
み出した被検者名、時刻データ及びＧＰＳ測位データ、並びに、心電図解析処理部５７か
ら出力された、重篤な不整脈が検出された旨の解析結果を、送受信部５６に出力する。送
受信部５６は、これらの被検者名、時刻データ、ＧＰＳ測位データ、及び解析結果を、消
防署端末３７及び救急車両端末３９に送信する（Ｓ４０４）。
【００６９】
　Ｓ４０３において、心電図データに重篤な不整脈が検出された場合（ＹＥＳ）であって
も、検出されなかった場合（ＮＯ）であっても、データ制御部５５は、データ記憶部５８
に記憶されたＩＤ、心電図データ、不整脈解析結果、時刻データ、３軸加速度データ、Ｇ
ＰＳ測位データを、送受信部５６に出力し、医療機関端末３６に送信させる（Ｓ４０５）
。
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【００７０】
　[ 医療機関端末 ]
　医療機関端末３６では、送受信部６１が、医療機関端末３６によって送信されたＩＤ、
心電図データ、不整脈解析結果、時刻データ、３軸加速度データ、ＧＰＳ測位データを、
インターネット３２を通じて受信すると、データ制御部６０は、これらの各種データをデ
ータ記憶部６４に記憶させる。また、データ制御部６０は、データ記憶部６４に記憶され
たＩＤからＩＤ登録名簿テーブル６７を参照して、そのＩＤに関連付けられて登録された
被検者名を読み出し、表示部６８に表示させる。また、データ制御部６０は、心電図デー
タ及び３軸加速度データを同じ時間軸上に同期させて、表示部６８に表示させる。このと
き、時間軸は時刻データが反映される。したがって、被検者Ａの主治医等は、表示部６８
を参照することにより、３軸加速度データによって、被検者Ａの活動状態（運動している
か、休息しているか等）や姿勢（起きているか、横になっているか）等と心電図データと
の関連性を把握することができ、適切な診断を行うことができる。
【００７１】
　さらに、データ制御部６０は、ＧＰＳ測位データをＧＰＳ測位データ処理部６６に出力
する。すると、ＧＰＳ測位データ処理部６６は、電子マップ上において、ＧＰＳ測位デー
タが示す携帯電話２６の位置を特定し、表示部６８に対し、その特定された位置がわかる
よう電子マップを表示させる。さらに、データ制御部６０は、データ記憶部６４に記憶さ
れた不整脈の解析結果を表示部６８に表示させる。したがって、表示部６８の画面を参照
することにより、医療機関の主治医等は、解析結果を参照しつつも、実際の心電図を見て
診断し、必要に応じて、被検者Ａの居場所を把握して、携帯電話２６に電話をかけ、適切
なアドバイスや処置の準備を行うことができる。
【００７２】
　[ 消防署端末 ]
　消防署端末３７では、インターネット３２を通じて、送受信部７１が、被検者名、時刻
データ、ＧＰＳ測位データ、及び解析結果を受信すると、データ制御部７０は、ＧＰＳ測
位データをＧＰＳ測位データ処理部７２に出力させる。ＧＰＳ測位データ処理部７２は、
電子マップ上において、ＧＰＳ測位データが示す位置を特定し、表示部７３に対し、その
特定された位置がわかるよう電子マップを表示させる。ここで、電子マップ上に特定され
た位置が、携帯電話２６が存在する位置であり、被検者Ａが居る位置である。また、デー
タ制御部７０は、被検者名、時刻データ、及び解析結果を表示部７３に表示させる。これ
により、消防署では、表示部７３を参照することにより、重篤な不整脈が生じている被検
者Ａの居場所を電子マップで特定することができ、消防隊員に被検者Ａの氏名、不整脈の
症状を認識させたうえで、救急車両で救急現場へ即座に出動させることができる。
【００７３】
　[ 救急車両端末 ]
　救急車両端末３９では、通信網２８及び基地局３３を通じて、送受信部８１が、被検者
名、時刻データ、ＧＰＳ測位データ、及び解析結果を受信すると、データ制御部８０は、
ＧＰＳ測位データをカーナビゲーション処理部８３に出力させる。ＧＰＳ測位部８２は、
送受信部８１によって受信されたＧＰＳ衛星５３からの電波に基づいて、刻一刻と変わる
救急車両端末３９の位置における経度、緯度を演算し、カーナビゲーション処理部８３に
出力する。カーナビゲーション処理部８３は、電子マップ上において、ＧＰＳ測位データ
が示す携帯電話２６の位置、つまり被検者Ａが居る位置を特定し、表示部８４に対し、そ
の特定された位置がわかるよう電子マップを表示させる。それと共に、カーナビゲーショ
ン処理部８３は、ＧＰＳ測位部８２によって出力された救急車両端末３９のＧＰＳ測位デ
ータを受け、表示部８４に対し、各ＧＰＳ測位データの位置を電子マップ上に表示させる
。さらに、カーナビゲーション処理部８３は、電子マップ上で、救急車両３８の位置（救
急車両端末３９の位置）から被検者Ａの位置（携帯電話２６の位置）までの最短な道のり
を表示部８４に示させる。表示部８４には、電子マップ上に救急車両３８や携帯電話２６
の位置、救急車両３８の位置から被検者Ａの位置までの最短な道のりが表示される他、送
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受信部８１によって受信された被検者名や心電図解析センター端末３４での解析結果が表
示される。
【００７４】
　したがって、救急車両３８に乗車し、被検者Ａを救助に向かう救急隊員は、表示部８４
を確認しながら、救急車両３８を運転して、被検者Ａの居場所へ急行することができる。
さらには、被検者Ａの氏名及び不整脈の症状を把握できるため、救急現場において、救助
対象者である被検者Ａをいち早く特定することができ、症状に応じた救急処置をスムーズ
に遂行することができる。
【００７５】
　以上、本発明の第１の実施形態について詳細に説明したが、本発明は上記の実施形態に
限定されないことは言うまでもない。
【００７６】
　例えば、第１の実施形態における生体電極４は、ベルト２の内外面の両面に露出するよ
うに形成しても良い。これにより、イベント心電図測定モードと心電図連続測定モードの
いずれにも対応でき、バックル３をベルト２に取り付け替える必要もない。また、リード
線７はベルト２に内蔵させて、バックル３の心電図測定ユニット６に接続しても良い。ま
た、生体電極４の素材は、導電性ゴムの代わりに、導電性のステンレス等であっても良い
。また、携帯電話２６のホルダー２５にストラップを設け、そのストラップをベルトルー
プに掛けるようにしても良い。
【００７７】
　また、上記第１の実施形態において、ベルト２に代えて、他の装身具、例えば、吊りバ
ンド、衣類の付属品等に生体電極４を設けても良い。さらに、携帯電話２６は、一般的な
携帯電話でなく、汎用又は専用の携帯端末、例えばＰＤＡ等であっても良い。その場合、
携帯端末と心電図測定ユニット６を一体化させても良い。また、心電図測定ユニット６は
、バックル３に内蔵させる代わりに、別体の装置とし、ベルト２に取り付けられるように
しても良い。通信網２８では、インターネットの他に、専用回線等であっても良い。
【００７８】
　また、上記第１の実施形態では、携帯電話２６のアラーム発生部４９によって、心電図
開始時刻を知らせるためのアラームを発生させたが、心電図測定装置１にアラーム発生部
を設けて、心電図測定装置１にアラームを発生させても良い。
【００７９】
　また、上記第１の実施形態では、携帯電話２６から心電図解析センター端末３４を経て
、各種データを医療機関端末３６へ送信していたが、携帯電話２６から直接、医療機関端
末３６へＩＤ、心電図データ、３軸加速度データ等の各種データを送信しても良い。
【００８０】
　＜＜第２の実施形態＞＞
　次に、第２の実施形態について、図１１を参照しつつ説明する。第２の実施形態は、第
１の実施形態と比較し、心電図測定装置１の心電図連続測定モードにおける心電図測定の
処理（参照図８）が異なっている。したがって、この点を中心に説明する。なお、心電図
連続測定モードでの測定であるため、生体電極４，４は、生体表面に接触するようにベル
ト２が被検者Ａに装着されている。
【００８１】
　第２の実施形態においては、３軸加速度センサー１７で検出される３軸加速度データの
値によって、ループメモリ１２に記憶した各種データを心電図解析センター端末３４に送
信するようになっている。
【００８２】
　すなわち、３軸加速度センサー１７は、所定の閾値を超える３軸加速度データが検出さ
れたことを処理部１１に出力する。この閾値は、日常の生活では発生しない３軸加速度の
値であり、心電図測定ユニット６を軽くたたくと、３軸加速度データの値がその閾値を超
える程度の値である。したがって、被検者Ａが心電図測定ユニット６を軽くたたくことに
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より、３軸加速度データが閾値を超えたことを処理部１１が認識し、ループメモリ１２に
記憶した各種データを心電図解析センター端末３４に送信させる。
【００８３】
　図１１は、第２の実施形態における心電図連続測定モードの心電図測定処理フローを示
しており、図８と比較すれば、Ｓ２０３Ａ、Ｓ２０４Ａが異なっているが、他のステップ
は、図８と同様である。すなわち、図１１に示すように、モード切換スイッチ９が心電図
連続モードに設定され（Ｓ２０１、ＹＥＳ）、ループメモリ１２に各種データを連続的に
記憶している（Ｓ２０２）。
【００８４】
　そして、被検者Ａが動悸、不整脈等何らかの症状を感じたときに、心電図測定ユニット
６を軽くたたく。すると、３軸加速度センサー１７は、３軸加速度データが閾値を超えた
ことを検出し、心電図送信指令信号を処理部１１に出力する（Ｓ２０３Ａ）。すると、処
理部１１は、心電図送信指令信号の受信の所定数秒前、例えば１分前の時点から設定デー
タ長分の心電図データ、及び３軸加速度データ、時刻データ、並びにＩＤを携帯電話２６
に出力する（Ｓ２０４Ａ）。
【００８５】
　携帯電話２６からは、入力された時刻データ、心電図データ、３軸加速度データ、及び
ＩＤ、並びにＧＰＳ測位データを、送受信部４１によって、最寄りの基地局３３及び通信
網２８を介して心電図解析センター端末３４へ送信する（Ｓ２０５）。このように、心電
図送信指令信号が処理部１１によって受信される前の心電図データ（プレイベント心電図
）を含む心電図データや３軸加速度データが、心電図解析センター端末３４に送信される
ことになるため、より確実かつ詳細な心電図データ等の診断が行われる。
【００８６】
　なお、Ｓ２０４Ａにおいて、処理部１１が各種データを携帯電話２６に出力すると、Ｓ
２０１からＳ２０４Ａの処理が繰り返され、Ｓ２０５において、ループメモリ１２の設定
データ長分ずつの各種データが携帯電話２６から心電図解析センター端末３４へ出力され
る点は、第１の実施形態と同様である。
【００８７】
　以上、本発明の第２の実施形態について説明したが、本発明は上記第２の実施形態に限
定されない。例えば、上記第２の実施形態において、３軸加速度データと閾値とを比較す
ることを処理部１１で行うようにしても良い。
【００８８】
　＜＜第３の実施形態＞＞
　次に、第３の実施形態について、図１２～図１４を参照しつつ説明する。図１２は、第
３の実施形態における心電図測定装置１Ａを被検者Ａに装着した様子を示している。図１
３は、心電図測定装置１Ａの機能ブロック図である。図１４は、心電図測定装置１Ａにお
ける処理フローである。第３の実施形態は、第１の実施形態と比較し、心電図測定装置１
Ａの構成及び処理が異なっている。ここでは、第１の実施形態と相違する構成等を中心に
説明する。なお、図１２及び図１３中、第１の実施形態と同一部分又は相当部分には同一
符号を付し、重複する説明は省略する。
【００８９】
　＜心電図測定装置の構成＞
　図１２及び図１３に示すように、心電図測定装置１Ａは、生体電極４Ａ～４Ｄを有して
いる。生体電極４Ａ（第１の生体電極）は、左第５肋間の高さで前腋窩線との交点（略Ｖ

５Ｌの位置）に装着され、生体電極４Ｂ（第２の生体電極）は、右第５肋間の高さで前腋
窩線との交点（略Ｖ５Ｒの位置）に装着される。生体電極４Ｃは、アース用の不関電極で
あり、右大腿部に装着される。これら生体電極４Ａ～４Ｃは、それぞれリード線７Ａ～７
Ｃによって、心電図測定ユニット６Ａに電気的に接続されている。また、これらの生体電
極４Ａ～４Ｃは、不織布の一面に、生体表面に装着するための導電性粘着剤が塗布され、
電極素子から電位を導出するタイプの生体電極である。生体電極４Ｄ（第３の生体電極）
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は、生体表面に接触しないようバックル３から正面に向けて露出しており、導電性ゴムに
よって形成されている。この生体電極４Ｄは、リード線７Ｄによって、心電図測定ユニッ
ト６Ａに電気的に接続されている。
【００９０】
　処理部１１Ａは、心電図認識部２３Ａと不整脈検出部２４Ａとを有する。心電図認識部
２３Ａは、生体電極４Ａ，４Ｄ間の電位差から心電図データを認識する。不整脈検出部２
４は、生体電極４Ａ，４Ｂ間及び生体電極４Ａ，４Ｄ間の心電図データから不整脈を検出
する。そして、処理部１１Ａは、ループメモリ１２に対する、各生体電極４Ａ～４Ｄ間の
心電図データの記憶、クロック１３によって出力される現在の時刻データの記憶、３軸加
速度センサー１７によって出力される３軸加速度データの記憶を制御する。特に、処理部
１１Ａは、スイッチがＯＮ状態の間、生体電極４Ａ，４Ｂ間で検出される心電図データを
ループメモリ１２に記憶させると共に、心電図認識部２３Ａによって、生体電極４Ａ，４
Ｄ間の電位差に心電図データが認識された場合には、その生体電極４Ａ，４Ｄ間の心電図
データをループメモリ１２に記憶させる。また、処理部１１Ａは、携帯電話２６から入力
されたプログラムを格納部１４に格納し、その格納されたプログラムを読み出して実行す
る。処理部１１Ａは、ループメモリ１２に記憶された心電図データ、時刻データ、及び３
軸加速度データを読み出すとともに、ＩＤ格納部１６からＩＤを読み出し、インターフェ
イス１８を介して携帯電話２６に出力する。
【００９１】
　＜心電図測定装置の装着方法＞
　次に、心電図測定装置１Ａの装着方法について説明する。心電図測定装置１Ａの装着方
法は、ズボン或いはスカートをはき、ベルト２をズボン或いはスカートのベルトループに
差し込み、バックル３にベルト２の先端を通して、ベルト２を閉めることにより装着する
。そして、生体電極４Ａを左第５肋間の高さで前腋窩線との交点（略Ｖ５Ｌの位置）に装
着し、生体電極４Ｂを右第５肋間の高さで前腋窩線との交点（略Ｖ５Ｒの位置）に装着す
ると共に、生体電極４Ｃを右大腿部に装着する。そして、被検者Ａは、不整脈等何らかの
症状を感じたときは、右手でバックル３に露出した生体電極４Ｄを触れるようにする。
【００９２】
　＜心電図測定装置による処理フロー＞
　次に、心電図測定装置１Ａによる測定フローについて図１４を参照しつつ説明する。
【００９３】
　まず、被検者Ａは、心電図測定装置１Ａを装着する。この際、各生体電極４Ａ～４Ｃも
上述のように生体表面に装着する。そして、被検者Ａは、心電図測定装置１Ａのスイッチ
をＯＮ状態にする。処理部１１Ａは、スイッチがＯＮ状態であるか否か判定し（Ｓ５０１
）、スイッチがＯＮ状態であると、生体電極４Ａ，４Ｂによって検出され電位処理部８に
よって処理された心電図データをループメモリ１２に連続的に記憶させ続ける（Ｓ５０２
）。ここで、生体電極４Ａは左第５肋間の高さで前腋窩線との交点に装着され、生体電極
４Ｂは右第５肋間の高さで前腋窩線との交点に装着されているため、生体電極４Ａ，４Ｂ
によって検出される心電図は、ＣＣ５誘導である。また、処理部１１Ａは、生体電極４Ｃ
を不関電極として、生体電極４Ｃの電位を心電図データの処理に用いている。
【００９４】
　心電図認識部２３Ａは、電位処理部８によって処理された生体電極４Ａ，４Ｄ間の電位
から心電図データが含まれているか否か判定している（Ｓ５０３）。被検者Ａが生体電極
４Ｄに触れなければ、心電図認識部２３Ａは、生体電極４Ａ，４Ｄ間の電位に心電図デー
タを認識しない（ＮＯ）。心電図認識部２３Ａが心電図データを認識しない間は、Ｓ５０
１～Ｓ５０３が繰り返される。一方、被検者Ａが、不整脈等何らかの症状を感じ、右手で
バックル３に露出した生体電極４Ｄを触れると、心電図認識部２３Ａは、生体電極４Ａ，
４Ｄ間の電位に心電図データを認識する（ＹＥＳ）。ここで、生体電極４Ａは左第５肋間
の高さで前腋窩線との交点に装着されており、生体電極４Ｄの電位は右手の電位であるか
ら、生体電極４Ａ，４Ｄによって検出される心電図データは、第II誘導である。
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【００９５】
　心電図認識部２３Ａが心電図データを認識すると（ＹＥＳ）、処理部１１Ａは、生体電
極４Ａ，４Ｂによって検出されるＣＣ５誘導の心電図データ、生体電極４Ａ，４Ｄによっ
て検出される第II誘導の心電図データ、クロック１３から出力される現在の時刻データ、
３軸加速度センサー１７から出力される３軸加速度データ等の各種データを、ループメモ
リ１２に記憶させる（Ｓ５０４）。そして、処理部１１Ａは、ループメモリ１２に記憶し
ているデータ量が、ループメモリ１２の設定データ長に達したか否か判定し（Ｓ５０５）
、設定データ長に達していない間は（ＮＯ）、Ｓ５０４に戻り、各種データをループメモ
リ１２に記憶し続ける。設定データ長は、各パラメータ毎にループメモリ１２における一
周期分のデータ量以内に設定されている。
【００９６】
　Ｓ５０５において、データ量がループメモリ１２の設定データ長に達すると、処理部１
１Ａは、生体電極４Ａ，４Ｄ間の電位に第II誘導の心電図データが認識される前のＣＣ５
誘導の心電図データ（プレイベント心電図データ）がループメモリ１２に記憶されている
か否か判定する（Ｓ５０６）。生体電極４Ａ，４Ｄ間の電位に心電図データが認識されて
直ぐは、ＣＣ５誘導のプレイベント心電図データは、ループメモリ１２に記憶されている
。したがって、処理部１１Ａは、ループメモリ１２にＣＣ５誘導のプレイベント心電図デ
ータが記憶されていると判定すると（ＹＥＳ）、そのプレイベント心電図データを含み、
その後も継続的に検出されているＣＣ５誘導の心電図データと、生体電極４Ａ，４Ｄによ
って検出された第II誘導の心電図データと、時刻データと、３軸加速度データとを読み取
り、さらに、ＩＤ格納部１６からＩＤを読み取る。そして、処理部１１Ａは、読み取った
各種データを、インターフェイス１８を介して携帯電話２６に出力する（Ｓ５０７）。
【００９７】
　すると、携帯電話２６では、データ処理部４３は、インターフェイス５２から入力され
た時刻データ、２チャンネル分の心電図データ、３軸加速度データ、及びＩＤを一旦デー
タ記憶部４４に記憶させる。そして、データ処理部４３は、ＧＰＳ測位部４６において演
算されたＧＰＳ測位データを読み出すと共に、データ記憶部４４に記憶した時刻データ、
心電図データ、３軸加速度データ、及びＩＤを読み出したうえで、これらの各種データを
、送受信部４１によって、最寄りの基地局３３及び通信網２８を介して心電図解析センタ
ー端末３４へ送信する（Ｓ５０９）。
【００９８】
　続いて、Ｓ５０１～Ｓ５０６まで処理され、ループメモリ１２に各種データが記憶され
るが、Ｓ５０６においては、既に、ＣＣ５誘導のプレイベント心電図データは、Ｓ５０９
において、心電図解析センター端末３４に送信され、ループメモリ１２の記憶領域には、
新たな各種データが上書きされて記憶されているため、ループメモリ１２に、ＣＣ５誘導
のプレイベント心電図データは存在していない（ＮＯ）。したがって、処理部１１Ａは、
プレイベント心電図データを含んでいないＣＣ５誘導の心電図データ、第II誘導の心電図
データ、時刻データ、及び３軸加速度データを読み取り、さらに、ＩＤ格納部１６からＩ
Ｄを読み取る。そして、処理部１１Ａは、読み取った各種データを、インターフェイス１
８を介して携帯電話２６に出力する（Ｓ５０８）。
【００９９】
　携帯電話２６は、上記と同様に、各種データとＧＰＳ測位データを最寄りの基地局３３
及び通信網２８を介して心電図解析センター端末３４へ送信する（Ｓ５０９）。これ以降
、心電図測定装置１ＡのスイッチがＯＮ状態である限り、Ｓ５０１～５０９の処理が繰り
返される。一方、心電図測定装置１ＡのスイッチがＯＮ状態でない、つまりＯＦＦ状態で
あると、測定は終了する。
【０１００】
　また、心電図測定装置１Ａでは、第１の実施形態における心電図測定装置１と同様に（
参照図８）、不整脈認識部２３Ａが、生体電極４Ａ，４Ｂで検出される心電図データに不
整脈を検出すると、処理部１１Ａは、不整脈を検出した所定数秒前、例えば１分前の時点
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からループメモリ１２の設定データ長分の各種データ、すなわち、時刻データ、心電図デ
ータ、３軸加速度データを、ループメモリ１２から読み取ると共に、ＩＤ格納部１６から
ＩＤを読み取る。そして、処理部１１は、読み取ったこれらの各種データを、インターフ
ェイス１８を介して携帯電話２６に出力する。そして、携帯電話２６は、各種データとＧ
ＰＳ測位データを最寄りの基地局３３及び通信網２８を介して心電図解析センター端末３
４へ送信する。なお、心電図解析センター端末３４へ各種データが送信されて以降の心電
図測定システムの処理は、第１の実施形態と同様である（参照図１０）。
【０１０１】
　このように、本第３の実施形態では、ＣＣ５誘導と第II誘導の２チャンネル分の心電図
データが測定され、心電図解析センター端末３４へ送信され、心電図測定システムにおい
て処理される。したがって、１チャンネル分の心電図データを測定する第１の実施形態に
よりも、２チャンネル分の心電図データを測定する第３の実施形態では、不整脈や虚血性
等、より詳しく心電図を解析、診断することができる。また、被検者Ａに感じられた症状
が不整脈に関連するものであるか否かも、心電図データから診断することができる。
【０１０２】
　＜＜第４の実施形態＞＞
　次に、第４の実施形態について、図１５を参照しつつ説明する。図１５は、第４の実施
形態における心電図測定装置１Ｂの機能ブロック図である。したがって、第３の実施形態
と相違する構成等を中心に説明する。なお、図１５中、第３の実施形態と同一部分又は相
当部分には同一符号を付し、重複する説明は省略する。
【０１０３】
　第４の実施形態は、第３の実施形態と比較すると、心電図測定装置１Ｃの構成及び処理
が異なっている。すなわち、バックル３に露出した導電性ゴム製の生体電極４Ｄが押しボ
タンスイッチの構造をしており、心電図測定装置１Ｂは、生体電極４Ｄが押下されること
を検知する押下検知部１０を有している。すなわち、押下検知部１０は、生体電極４Ｄが
押下されることにより、心電図測定ユニット６Ｂ内における生体電極４Ｄ直下の回路基板
部分が導通状態となる構造となっており、押下検知部１０は、生体電極４Ｄが押下された
ことを処理部１１Ｂに出力する。
【０１０４】
　そして、心電図測定装置１Ｂにおける処理では、第３の実施形態における処理フローの
図１４のＳ５０３において、生体電極４Ａ，４Ｄ間で心電図データあるか否かを判定する
代わりに、第４の実施形態では、押下検知部１０によって、生体電極４Ｄが押下されたこ
とを検知したか否かを判定する。
【０１０５】
　このように心電図測定装置１Ｂは構成されており、生体電極４Ｄは、イベント時におけ
る生体表面４Ａ，４Ｄによって測定される心電図データの記録を開始させるスイッチの役
割も兼ねている。そのため、心電図データの記録を開始させるスイッチと生体電極とを別
個に設けるよりも、スペース効率よく心電図測定装置１Ｂが構成されるほか、被検者Ａに
とっても、スイッチと生体電極とをそれぞれ押下、接触する必要もない。また、意図せず
生体電極４Ｄに手が触れた場合に、心電図データ等の測定、送信を防止することができ、
意図的に生体電極４Ｄが右手によって押下された場合に、心電図データ等の送信を行うこ
とができる。なお、心電図データ等の送信の契機は、生体電極４Ｄが押下されたこととし
、生体電極４Ｄが押下され続けられなくとも生体電極４Ｄに手が接触し続けていさえすれ
ば、各種データを送信し続けるようにしても良い。
【０１０６】
　第４の実施形態においても、第３の実施形態と同様に、２チャンネル分の心電図データ
を測定することができるため、第１の実施形態と比較すると、不整脈や虚血性等より詳し
く心電図を解析、診断することができる。また、被検者Ａに感じられた症状が不整脈に関
連するものであるか否かも、心電図データから診断することができる。
【０１０７】



(21) JP 4705358 B2 2011.6.22

10

20

30

　以上、本発明の第４の実施形態について説明したが、本発明は上記第４の実施形態に限
定されない。例えば、第４の実施形態において、押下検知部１０は、生体電極４Ｄが押下
されることにより、心電図測定ユニット６Ｂ内の回路基板部分が導通状態となる押しボタ
ンスイッチの構造をしていたが、その代わりに、所定閾値以上の圧力で生体電極４Ｄが押
下されたことを検知する圧力センサー等であってもよい。
【図面の簡単な説明】
【０１０８】
【図１】第１の実施形態における心電図測定装置の正面側から見た斜視図である。
【図２】図１に示す心電図測定装置の背面側から見た斜視図である。
【図３】心電図測定装置の機能ブロック図を示している。
【図４】ベルトを逆に取り付けた心電図測定装置の正面側から見た斜視図である。
【図５】心電図測定システムの概略構成図である。
【図６】携帯電話の機能ブロック図である。
【図７】イベント心電図測定モードにおける心電図測定の処理フローである。
【図８】心電図連続測定モードにおける心電図測定の処理フローである。
【図９】心電図測定スケジュールによる心電図の測定フローである。
【図１０】心電図解析センター端末からの各種データの通信フローである。
【図１１】第２の実施形態における心電図連続測定モードの心電図測定処理フローである
。
【図１２】第３の実施形態における心電図測定装置を被検者に装着した様子を示す図であ
る。
【図１３】第３の実施形態における心電図測定装置の機能ブロック図を示している。
【図１４】第３の実施形態における心電図測定の処理フローである。
【図１５】第４の実施形態における心電図測定装置の機能ブロック図を示している。
【符号の説明】
【０１０９】
　１，１Ａ，１Ｂ…心電図測定装置、２…ベルト（装身具）、４…生体電極，４Ａ…生体
電極（第１の生体電極）、４Ｂ…生体電極（第２の生体電極）、４Ｃ…生体電極、４Ｄ…
生体電極（第３の生体電極）、９…モード切換スイッチ（モード設定部）、１０…押下検
知部、１１，１１Ａ，１１Ｂ…処理部、１２…ループメモリ、１７…３軸加速度センサー
、２３，２３Ａ，２３Ｂ…心電図認識部、２４，２４Ａ，２４Ｂ…不整脈検出部、２６…
携帯電話（携帯端末）、２７…心電図測定システム、３４…心電図解析センター端末、３
６…医療機関端末、３７…消防署端末、３９…救急車両端末、４１、６１…送受信部、４
６…ＧＰＳ測位部、５７…心電図解析センター端末、６３…心電図測定スケジュールプロ
グラム作成部。
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